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市政に関するご意見、ご要望など、みなさまの声をお聞かせください。
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　去る２月２０日から３月１５日の会期で、平成２５年 
千葉市議会 第１回定例会が開催されました。ごみの有
料化に関する議案を含めた新年度予算案など議案６６件、
動議１件、発議１２件、諮問１件、陳情・請願８件の審議
が行われました。
　新年度予算案（約７，４８６億円）は、編成前の見込みを
上回る約１６９億円の収支不足が見込まれる中、市債管
理基金の活用や退職手当債の発行を余儀なくされるなど、
大変に厳しいものとなりました。
　最終的には、各会派の代表質疑、予算審査特別委員会
での集中審議等を経て、予算案を含め議案については全
て可決されました。

1.	 市政運営の基本姿勢について　⇒　詳細は中面にて！

2.	 総務行政＝地域防災計画、災害時要援護者対策について

3.	 市民行政＝スポーツ振興の取り組みについて

4.	 保健福祉行政＝障がい者の自立就労支援の取り組みについて

5.	 こども未来行政＝子育て支援コンシェルジュについて

6.	 環境行政＝LED照明の導入、航空機騒音問題について

7.	 経済農政行政＝中小企業支援について

8.	 都市行政＝緊急輸送道路沿道建築物耐震化について

9.	 建設行政＝通学路の安全対策について

10.	消防行政＝救命講習について

11.	病院行政＝海浜病院のがん診療の強化について

12.	教育行政＝いじめ・不登校対策について

　末広４・５丁目交差点は、幹線道路の沿道に副道が設けられ
ていることから、特に副道から右折する車両同士の事故が多く、
以前より周辺住民や利用者から改善を求める声が上がっており
ました。
　長年に渡り要望を継続するとともに、議会質問等でも取り上
げてまいりましたが、この度、副道を歩道化し変則な交差点を
単純化する工事が完了しました。
　なお、中央赤井町線（末広街道）側の信号機改良（矢印信号の
設置）についても要望をしておりますが、「赤」の時間を長くす
ることで右折しやすいように対処される見込みです。

　この度、浜野町９９番地先に信号機が、同１１２番地先にはカーブミラーが設置されました。かねてよ
り地域から要望が出されており、市当局へ周辺住民による署名簿の提出なども行ってきたものです。

　（千葉県がんセンター横）旧ニューサンピア前交差点は、一斜
線のＴ字路である為、大網街道の交通渋滞にもつながることか
ら、かねてより改善を求める声が上がっておりました。
　長年に渡り要望を継続するとともに議会質問等でも取り上げ
てまいりましたが、今月末より測量が始まり、8月下旬までを
目処に（十字路交差点とする）本格工事が実施される運びとなり
ました。併せて、がんセンター側の歩道が今年度末、反対側の
車道・歩道が来年度末の完了の予定です。

（写真：現在はＴ字路ですが直進できるように十字路に改良されます。）

　これまでに私が行ってきた議会質問等を
通じて、年々新たな取り組みが開始されて
おります。それらをどのように実現をして
いくのか？　他都市の先進的な取り組みを
調査・研究しながら、
今後とも施策提案に
全力を尽くして
まいります！

■初の代表質疑

■末広４・５丁目交差点の改良が完了！

■浜野町の通学路に信号機、カーブミラーを新設！

■旧ニューサンピア前交差点の改良、進む！

■新年度からの新たな取り組み

平成25年 第１回定例会が開催されました

議会初日の議場コンサートの模様。市民の皆さまに議場にお越し
頂き、議会をより身近に感じて頂くため、毎年第一回定例会に実
施されております。

地域の諸問題　～解決へ向け前進！

代表質疑の模様▶

　議員として間もなく
６年。２月28日には初
の代表質疑に立ちまし
た。右の通り、12テー
マ約６項目に及ぶ質疑
となりました。

防災・減災対策：帰宅困難者対策、避難所運営委員会、防災行政無線の整備、
海抜情報の提供、屋内運動場非構造部材耐震対策、福祉避難所の整備

市民協働の推進：地域課題解決・連携支援モデル

セーフティネット：地域自殺対策緊急強化

高齢者施策：地域見守り活動支援、介護支援ボランティア

保育の充実：グループ型小規模保育施設、私立幼稚園就園奨励費補助拡充

環境保全対策：太陽光発電設備等設置費助成拡充

産業振興対策：海外事業展開支援

交通安全施設整備：通学路安全対策

放置自転車対策：蘇我駅等自転車駐車場整備

教育内容の充実：スクールソーシャルワーカー配置

　質疑の模様は、市役所ホームページの「千葉市議会」-「議会
中継」-「録画放映」において動画がご覧になれます。是非一
度、ご覧下さい。
　ホームページは▶http://www.city.chiba.jp/



3 海の活用について
　日本一の長さを誇る三つの人工海浜（幕張、検見川、いなげ）及び桟橋の建設が進む
千葉中央港地区については、（管理及び活用についての）県市間の調整が進みつつありま
す。豊かな観光資源を最大限に活かしていくためには、民間活力を活かしたプロデュー
ス力が必須であり、グランドデザインを早期に描くべきと訴え、見解を伺いました。

2 教育施策の魅力向上について
　未来ある子どもたちが本来持つ豊かな可能性を引き出し伸ばしていくことは、地域社
会の大きな役目であり、全ての親の願いであります。教育とは正に未来を創る作業であ
ります。未来を創る教育行政においては（今後）格段の予算配分とともに、より魅力ある
施策形成に取り組むよう求め、市長の見解を伺いました。

　現市長にとっては任期の内、本議会が最後の定例会。今回の予算編成
は任期4年の総決算でもあり、新年度予算を検証するにあたり、まずは
一期目の市政運営をどのように総括しているのかを問いました。
　市長からは、「就任直後においては、より慎重を期すべき事案があっ
たことも事実」「（民間と比較し）自治体では議会の議決を要するため、
組織としての意思決定が遅れてしまわざるを得ない点があり、計画的に
市政運営にあたる必要性を痛感した」との反省の弁のほか、「直面する課
題を先送りすることなく、決断することに努めてきた」「議会の理解と
協力、市民の皆様のご支持、職員の頑張りにより思い描いていた以上の
仕事ができたものと認識し、深く感謝している」との答弁がありました。

1 窓口機能の強化について
　船橋市では、医療、介護、経済困窮、引きこもり、いじめ、子育て等、多岐
にわたる保健と福祉の総合的な相談ニーズに対応するため、ワンストップ型の
相談窓口を開設しました。相談対応における総合力強化の一環として、有資格
者を配置し、対象を限定することなく相談を受け付けるこうした体制は必須で
あり、市の見解を求めました。

1 子ども医療費の助成拡大について
　医療費助成対象について、本市では通院が小学３年生、入院が中学３年生までとなって
おります。最も先進的な東京都はさておき、近隣のさいたま市では、中学３年生までの
通院医療費助成が行われております。多額の財源を要する為大きな課題ではありますが、
全ての子育て世代共通の願いでもあり、実現に向けた道筋を着実につけていくべきで
あります。そこで、現在の議論の状況及び今後の取り組みについて伺いました。

2 ライフライン事業者との連携の仕組みづくりについて
　孤立防止の見守りについては、全国的には電気、ガス、水道といったいわゆる
ライフライン事業者との連携・協力を進める自治体が出てきております。このライ
フライン関係事業者との連携・協力については、過去の私の議会質問に対し、「本
市でも独自にライフライン事業者や地域住民などと連携したネットワークづくり
を検討する」との答弁がありました。そこで、その後の進捗について伺いました。

　日本社会は今、少子高齢化社会の到来でいじめや虐待、うつなどの心の病、自殺、ＤＶといった問題が顕著な他、
単身世帯の急増による孤立化や若者の孤立無業者、生活保護の増加も深刻であります。こうした社会の病理的側面、
今日的な問題については、それぞれが複雑に絡み合っているケースが多く、それが事態の解決を困難にしている
とも言われます。「自殺者の７２％は生前に何らかの専門機関に相談を持ち込むものの、行政などが開設している
相談窓口は個別の要因に関するものが多く、必要な支援にたどりつけないまま亡くなる」といったデータもありま
す。孤立化の進行を防ぐとともに、必要な支援に確実に誘導していける「より強固
なセーフティーネット」の確立が最重要であります。

酒井伸二議員の代表質疑（要旨）　※市の答弁は要点を記載しております。

「一期目」の市政運営について1

社会状況に即した福祉施策の充実について3

魅力ある子育て施策について4

潤
うるお

いと活力を生み出す都市政策について2

質疑翌日の
新聞掲載記事

1 魅力ある三都心の形成について
　三都心（千葉、幕張、蘇我）は本市の経済、潤いと活力を生み出
す源泉であります。その形成にあたっては、魅力を生み出すビジ
ネスモデルの検討や民間活力を引き出すアイデアの集積など（ソフ
ト面の取り組み）が最重要であります。そこで今後どのように都心
形成を図るのか、市長の決意を伺いました。

2 モノレールの延伸について
　県庁前と青葉病院前を結ぶルートは、病院機関へのアクセス向上の期待があ
る他、同病院前を新たな交通結節点とすることにより（高速バスの乗り入れな
ど）本市の交通ネットワークの更なる充実をもたらすものであります。「財政事
情を十分に考慮する」との方針に異論はないものの、延伸すべきか否かの“議論
までも”「財政状況の好転を待つ」というのではなく、（都市形成の観点から）現
段階からでも議論すべきと訴え、見解を伺いました。

ＪＲ千葉駅西口　駅前広場イメージ

本市が将来にわたって持続的に発展を遂げていくために、重点的に予算を配分し、
未来を担う子どもたちの「生きる力」をはぐくむ魅力ある施策を支援していく。

答

必要性は十分認識しており、市全体の将来的な財政見通しのもとで、対象年齢や実
施時期等、あらゆる観点からその実現に向けて検討していく。

答

「東京圏における高速鉄道
等、交通網の整備」に関する
国の検討が平成27年までに
まとまることから、そのスケ
ジュールに沿って本市の現状
を踏まえて検討していく。

答

民間活力の導入は不可欠であり、千葉都心は活性化エリアの拡大
を図るべく千葉都心整備室を設置する。幕張新都心は外国からの
企業参入を促すべく幕張新都心室を設置する。蘇我副都心は新た
な仕掛け作りが課題であり、回遊性の向上等に取り組む。最重要
課題であり、しっかりと成果が出せるよう取り組んでいく。

答
地域の異変をライフライン事業者等から通報して頂き、安否を確認する仕組みづくりを進めている。新年度の早い
時期の実施に向け、通報基準や安否確認の方法など詳細について検討を重ねている。

答

有用であると考える。（保健福祉センターにおける）相談窓口体制については、（業務
プロセス改革における）区役所窓口等の検討と一体的に行うべく検討を進めていく。

答

検見川の浜周辺で、民間活力を導入し、東京湾を一望できるロケーションなど海辺の特性を活かした活性化を目指す。
また、千葉中央港においても同様に、旅客船ターミナルを整備する。なお、集客プロモーション担当課長を外部か
ら採用し、それぞれの浜の将来像を描き、神戸や横浜と異なる千葉らしさの演出にも努めていく。

答

　　　答弁については、プラスマイナス両面から率直に答弁されたとの印象を受けました。
市政運営については、４年前の市長選での主張ぶりには（正直申し上げて）閉口しましたが、
少しずつ軌道修正が図られているようにも見受けられ、特に政策面においては柔軟性とス
ピード感が徐々に増しつつあると感じております。

所感


